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記

　
　録「
旧
制
広
島
高
等
学
校
の
青
春
―
総
合
科
学
部
の
源
流
―
」
展
示
コ
ー
ナ
ー
開
設

及
び
広
島
高
等
学
校
創
立
九
〇
年
記
念
大
会
の
記
録

小
宮
山　

道　

夫

企
画
の
経
緯

　

広
島
大
学
総
合
科
学
部
の
前
身
に
あ
た
る
旧
制
広
島
高
等
学
校
は
、
平
成
二
五

（
二
〇
一
三
）
年
一
〇
月
に
創
立
九
〇
年
を
迎
え
た
。
旧
制
広
島
高
等
学
校
同
窓

会
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
で
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
平
成

二
四
年
四
月
、
研
究
科
内
に
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
を
企
画
し
、
旧

制
広
島
高
等
学
校
資
料
（
以
下
、
広
高
資
料
）
を
所
蔵
す
る
文
書
館
に
対
し
協
力

要
請
を
行
っ
た
。

　

同
月
一
三
日
に
は
吉
田
光
演
総
合
科
学
研
究
科
長
、
嶋
市
敬
総
合
科
学
研
究
科

運
営
支
援
室
長
、
山
崎
護
総
合
科
学
研
究
科
運
営
支
援
グ
ル
ー
プ
総
括
主
査
が
文

書
館
を
訪
れ
、
広
高
資
料
の
確
認
と
展
示
に
向
け
た
打
合
せ
を
行
っ
た
。
吉
田
研

究
科
長
発
小
池
文
書
館
長
宛
五
月
一
七
日
付
文
書
で
正
式
に
展
示
協
力
へ
の
依
頼

を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
展
示
に
関
す
る
打
合
せ
を
重
ね
た
。

展
示
方
針
の
策
定

　

当
初
は
旧
制
広
島
高
等
学
校
の
文
化
・
校
風
を
現
代
の
学
生
た
ち
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
た
め
、
文
書
館
が
将
来
の
常
設
展
示
室
新
設
の
た
め
に
所
有
し
て
い

た
大
型
展
示
ケ
ー
ス
を
移
設
し
、
特
徴
的
な
実
物
資
料
を
多
用
し
た
展
示
内
容
を

め
ざ
し
た
。
し
か
し
総
合
科
学
研
究
科
と
の
検
討
の
過
程
で
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の

候
補
地
が
休
業
期
間
や
夜
間
で
も
自
由
に
出
入
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
職
員
の
目
も
届
き
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観

点
か
ら
実
物
展
示
の
内
容
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

当
初
の
内
容
を
貫
く
か
、
資
料
保
全
を
優
先
す
る
か
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
こ

に
と
る
か
を
考
慮
し
、
一
時
は
全
展
示
品
を
複
製
品
と
す
る
案
や
内
容
の
大
幅
改

変
、
あ
る
い
は
設
置
場
所
の
変
更
な
ど
企
画
は
二
転
三
転
し
た
。
最
終
的
に
は
複

数
現
存
す
る
資
料
か
ら
展
示
品
を
厳
選
し
、
小
型
の
展
示
ケ
ー
ス
三
台
に
可
能
な

限
り
実
物
を
展
示
す
る
方
針
で
固
ま
っ
た
。
こ
れ
は
第
一
義
で
あ
る
現
代
の
学
生

の
目
に
触
れ
る
場
所
に
展
示
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
そ
の
前
提
の
も
と
で
最
大
限

実
物
資
料
を
展
示
す
る
と
い
う
選
択
を
し
た
た
め
で
あ
る
。
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管
理
体
制
の
整
備

　

常
設
展
示
は
文
書
館
と
し
て
も
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
設
置
場
所
の
温
湿

度
環
境
の
把
握
と
紫
外
線
対
策
の
た
め
の
展
示
ケ
ー
ス
へ
の
フ
ィ
ル
ム
施
工
、
展

示
ケ
ー
ス
内
の
調
湿
保
存
材
や
温
湿
度
管
理
機
器
の
調
達
な
ど
、
展
示
す
る
ま
で

の
事
前
準
備
に
も
時
間
を
割
く
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
展
示
ケ
ー
ス
の
搬
入
や

展
示
物
の
配
置
は
事
務
の
繁
忙
期
を
避
け
、
か
つ
学
生
の
い
な
い
時
期
に
設
定
す

る
よ
う
要
望
も
あ
る
と
い
っ
た
事
情
に
よ
り
準
備
期
間
を
多
く
要
し
た
。

　

ま
た
、
文
書
館
と
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
が
離
れ
、
日
常
的
な
展
示
状
態
の
監
視
は

総
合
科
学
研
究
科
の
職
員
に
委
託
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
将
来
の
維
持
管

理
に
関
す
る
取
り
決
め
を
確
認
す
る
た
め
協
議
を
重
ね
、
一
二
月
二
五
日
付
で
総

合
科
学
研
究
科
と
文
書
館
と
の
間
に
「
旧
制
広
島
高
等
学
校
の
関
係
資
料
展
示
に

お
け
る
管
理
等
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
管
理
上
で
の
万
全
を
期
し
た
。
こ
の

た
め
最
終
的
な
展
示
開
設
日
は
平
成
二
五
年
一
月
一
一
日
と
な
り
、
総
合
科
学
研

究
科
の
主
催
に
よ
り
同
日
に
関
係
者
を
集
め
て
展
示
報
告
会
（
披
露
会
）
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

展
示
の
概
要

　

展
示
内
容
は
①
広
高
の
設
置
、
②
広
高
事
件
、
③
広
高
で
の
教
育
、
④
広
高
生

の
活
動
、
⑤
薫
風
寮
の
青
春
、
⑥
戦
争
と
原
爆
、
⑦
広
高
の
最
後
、
の
七
つ
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
資
料
三
三
点
と
解
説
パ
ネ
ル
、
関
連
年
表
で
構
成
し
た
。
開
校
記

念
の
絵
は
が
き
や
メ
ダ
ル
、
学
徒
出
陣
の
壮
行
会
の
写
真
や
、
元
東
映
名
誉
会
長

の
故
岡
田
茂
氏
が
そ
の
当
時
在
校
生
代
表
と
し
て
し
た
た
め
た
激
励
文
の
写
し
、

寮
で
の
生
活
風
景
の
写
真
な
ど
、
視
覚
に
訴
え
る
工
夫
を
す
る
と
と
も
に
、
簡
便

に
広
高
で
行
わ
れ
て
い
た
教
育
を
解
説
し
、
総
合
科
学
研
究
科
に
そ
の
精
神
や
文

化
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
か
を
示
す
こ
と
に
努
め
た
。

　

前
述
の
と
お
り
会
場
の
都
合
に
よ
る
制
約
は
あ
る
が
、
展
示
内
容
は
今
後
適
宜

更
新
を
続
け
る
予
定
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
の
経
験
を
蓄
積
し
、
将
来
の
本
格

的
な
文
書
館
常
設
展
示
室
の
開
設
に
資
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

展
示
報
告
会
の
実
施

　

展
示
報
告
会
に
は
広
島
高
等
学
校
同
窓
会
か
ら
同
窓
会
長
尾
形
幸
雄
氏
（
二
四

修
文
甲
）、
同
会
元
事
務
局
長
天
野
實
氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
・
元
総
合
科
学

部
長
・
二
五
理
一
）、元
同
窓
会
長
で
文
書
館
顧
問
の
平
岡
敬
氏
（
元
広
島
市
長
・

二
三
理
乙
一
）、総
合
科
学
部
同
窓
会
長
前
延
国
治
氏
が
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
。

広
島
大
学
か
ら
は
浅
原
利
正
学
長
以
下
、
総
合
科
学
研
究
科
よ
り
吉
田
光
演
研
究

科
長
、
岩
永
誠
副
研
究
科
長
、
嶋
市
支
援
室
長
、
文
書
館
よ
り
小
池
館
長
と
小
宮

山
が
参
列
し
た
。

　

研
究
科
長
室
で
談
話
の
後
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
総
合
科
学
研
究
科
事
務
棟

一
階
ロ
ビ
ー
に
移
動
し
て
展
示
解
説
と
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。
何
事
に
も
一
家
言

を
お
持
ち
の
同
窓
会
の
皆
さ
ん
が
予
想
以
上
に
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
様
子
に
、
制

作
側
と
し
て
も
よ
う
や
く
胸
を
な
で
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
報
告
会
の
模
様
に

つ
い
て
は
広
島
大
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、同
年
一
月
一
五
日
の「
中

国
新
聞
」
に
も
写
真
付
き
記
事
で
報
じ
ら
れ
た
。
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創
立
九
〇
年
記
念
大
会
へ
の
参
加

　

一
〇
月
一
二
日
に
は
、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
三
階
宴
会
場
「
天
平
の
間
」

を
会
場
に
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る
広
島
高
等
学
校
同
窓
会
員
の
参
集
の
も
と
、
創

立
九
〇
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
母
校
の 「
卒
寿
」 

を
祝
い
、 

同
窓
会
本
部

の
活
動
は
こ
れ
を
も
っ
て
一
応
幕
引
き
と
し
た
い
」（
尾
形
幸
雄「
会
長
あ
い
さ
つ
」

（「
広
島
高
等
学
校
同
窓
会
報
」 
第
四
四
号
、 

一
頁
所
収
） 

よ
り
） 

と
の
覚
悟
で
の

開
催
で
あ
っ
た
。

　

記
念
大
会
に
は
広
島
大
学
か
ら
は
浅
原
学
長
、
吉
田
総
合
研
究
科
長
に
続
き
、

小
池
館
長
と
小
宮
山
が
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
文
書
館
に

所
蔵
す
る
広
高
資
料
か
ら
、 

被
爆
し
た 

「
広
高
の
鐘
」 
や
試
合
等
の
応
援
に
使
わ
れ

た 

「
大
杓
文
字
」、 

校
旗
、 

幟
旗
を
会
場
に
持
ち
込
み
、 
見
て
触
れ
て
往
事
を
追
懐

す
る
よ
す
が
の
提
供
に
努
め
た
。
ま
た
、 

会
場
で
は
同
窓
会
制
作
の
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
上
映
も
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
撮
影
は
文
書
館
で
も
行
わ
れ
、 
広
高
資
料
も
効
果

的
に
活
用
さ
れ
会
場
に
映
し
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
当
日
の
記
念
品
と
し
て
Ａ
四
判

一
六
頁
分
の
小
冊
子 

『
旧
制
広
島
高
等
学
校
の
歴
史
―
年
表
と
ト
ピ
ッ
ク
ス
―
』

を
文
書
館
が
作
成
し
、
会
員
に
配
布
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

感
謝
状
の
重
み

　

記
念
式
典
は
「
広
高
の
鐘
」
の
点
鐘
を
皮
切
り
に
物
故
者
へ
の
黙
祷
や
式
辞
・

祝
辞
と
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
式
典
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

広
高
資
料
の
保
存
・
活
用
に
対
す
る
文
書
館
の
取
り
組
み
に
対
し
、
同
窓
会
よ
り

感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
る
栄
誉
を
得
た
。
望
外
の
喜
び
で
あ
り
、
今
後
の
継
続
的

な
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

　

後
半
の
祝
賀
会
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
賑
や
か
な
宴
と
な
っ
た
。
薫
風
寮
寮
歌
合

唱
か
ら
は
じ
ま
り
祝
杯
が
挙
が
り
、「
怒
濤
の
譜
」「
征
旅
遠
く
」
と
い
っ
た
寮
歌

の
数
々
が
絶
え
間
な
く
歌
わ
れ
、
時
に
放
歌
さ
れ
た
。
齢
八
〇
を
超
え
る
大
先
輩

方
と
は
思
え
ぬ
野
太
い
声
に
、
喜
色
あ
ふ
れ
る
朗
ら
か
な
顔
、
旧
制
高
等
学
校
生

の
面
目
躍
如
た
る
威
風
い
よ
い
よ
高
く
、
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
頻
り
で
あ
っ
た
。
宴

が
進
む
と
と
も
に
同
窓
会
の
場
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
名
物
「
田
螺
ど
の

踊
り
」
や
第
二
寮
歌
と
い
わ
れ
る
「
ラ
ッ
チ
キ
節
」
の
披
露
も
あ
り
、
場
内
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

今
大
会
で
同
窓
会
と
し
て
の
活
動
は
停
止
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
方
々
と
寮

歌
「
銀
燭
揺
ら
ぐ
」
を
合
唱
す
る
よ
う
に
、
同
じ
時
間
・
空
間
を
共
有
で
き
る
喜

び
に
包
ま
れ
る
機
会
も
二
度
と
来
な
い
こ
と
を
思
う
と
寂
寥
感
を
禁
じ
得
な
い
。

こ
の
後
は
広
高
資
料
を
受
け
継
ぎ
、
広
高
生
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
た
わ
れ
わ
れ

が
、
彼
ら
の
精
神
・
文
化
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

�「
旧
制
広
島
高
等
学
校
の
青
春
―
総
合
科
学
部
の
源
流
―
」
展
示
コ
ー
ナ
ー
の

お
知
ら
せ

　
　展
示
会
場

　広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科

　事
務
棟
一
階
ロ
ビ
ー

　

　
　
　
　
　
　
　〒
七
三
九

－

八
五
二
一

　東
広
島
市
鏡
山
一
丁
目
七
番
一
号

　
　
　
　
　
　
　一
般
公
開
・
無
料
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　お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　（会
場
に
つ
い
て
）

　広
島
大
学
総
合
科
学
研
究
科
運
営
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　電
話

　〇
八
二

－

四
二
四

－

六
三
〇
二

　
　
　（内
容
に
つ
い
て
）

　広
島
大
学
文
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　電
話

　〇
八
二

－

四
二
四

－

六
〇
五
〇

「旧制広島高等学校の青春―総合科学部の源流―」展示コーナー
（総合科学研究科　事務棟１階ロビー）

広島高等学校創立90年記念大会祝賀会のひとこま
（平成25年10月12日　ホテルグランヴィア広島）




